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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機に設けられ、所要の電子部品を装備した制御回路基板を相対向する透明なケース
蓋とケース基体との間に介在させて収容し、シートを前記ケース蓋の前面に貼付する遊技
機用基板ケースであって、
　前記ケース蓋の前面において少なくとも前記シートの貼付が予定される貼付領域を平坦
に形成し、
　前記ケース蓋の裏面において前記シートを貼付する際の位置合わせのための目印として
、前記貼付領域に対向する領域の少なくとも一部の厚さ方向の形状を当該領域の周囲領域
の厚さ方向の形状と異ならせてなるインデックスを形成する
　ことを特徴とする遊技機用基板ケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スロットマシン等の遊技機の制御に用いる制御基板を収容するための基板ケ
ースに関し、更に詳しくは、制御基板の検査履歴を記録する検査シートがその前面領域に
貼付される遊技機用基板ケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　スロットマシンやパチンコ機等の遊技機においては、入賞役の抽選、図柄表示制御等の
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ゲームの出玉に関する制御をメイン制御基板と呼ばれる制御基板により行っている。また
、近年、メイン制御基板の他に、出玉に関する実質的な制御をサブ制御基板と呼ばれる制
御基板により行うものもある。
【０００３】
　そして、このような遊技機において、メイン制御基板またはサブ制御基板の制御プログ
ラムを記憶するＲＯＭを不正なものに交換したり、外部から制御基板に対し不正な信号を
付与等することにより、本来とは異なる不適正な遊技を実行させるといった不正行為が問
題となっている。そこで、メイン制御基板等の制御基板を外部から目視可能な透明な基板
ケースに収容し、容易には開放できないようにして制御基板に対する不正なアクセスを防
止する技術が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【０００４】
　図１は、スロットマシンのメイン制御基板を収容するためのものとして特許文献１に開
示されている基板ケースの構造を分解して表した斜視図である。同図によれば、夫々一面
が開口する矩形状の箱体であるケース基体９００とケース蓋９１０とを透明なプラスチッ
クで形成し、夫々の上側壁に設けたヒンジ軸９０１とヒンジ軸受９１１とを嵌合させるこ
とで、互いに開閉揺動可能に配置している。また、円筒容器状の円筒開口部９０２、９１
２のペアを夫々のケース部材に相対向して複数形成し、メイン制御基板（不図示）を収容
する際に、これら円筒開口部の何れかのペアに接続部材９２０を挿入してケース蓋９１０
をケース基体９００側に閉じ、ケース基体９００の弾性係止アーム９０３の先端に形成し
た係止孔９０３ａをケース蓋９１０側の係止突起９１３に係止させることで、ケース蓋９
１０とケース基体９００とを離脱不能に密閉封止している。ケース蓋９１０がケース基体
９００に閉じた状態では、夫々の円筒開口部９０２、９１２に挿入された接続部材９２０
の両側端部が各円筒開口部９０２、９１２の内部で係合するため、一旦、係合した円筒開
口部同士は離脱不能の状態となる。
【０００５】
　遊技店舗に設置された遊技機においては、制御基板が不正に改造されていないか、また
はその動作が法的に適合するか否かをチェックするために、制御基板の目視検査及び抜き
取り検査が随時行われている。基板ケースを開放して制御基板の抜き取り検査をする際に
は、正面側に位置する円筒開口部９１２をニッパー等の工具でケース蓋９１０本体から切
り離すことにより、ケース蓋９１０とケース基体９００との封止状態を解除して基板ケー
スを開放している。すなわち、円筒開口部９１２が切り離された痕跡により、基板ケース
が開放された事実を示す客観的な履歴として残すことができ、また仮に基板ケースが不正
に開放された場合でも、円筒開口部９１２の切り離された痕跡により、不正開放の事実を
迅速に発見できるよう意図されている。
【０００６】
　上述の検査を担当した検査者は、基板ケース（ケース蓋９１０）の前面に貼り付けられ
ている検査シートＣＳに、検査日時、検査者名、再封止した円筒開口部９１２の識別符号
等を記載することで、その検査結果の履歴を残すようにしている。図１に示される円内は
、検査シートＣＳが貼付される部分のケース蓋９１０の断面を表している。すなわち、図
に示されるように検査シートＣＳが貼付されているケース蓋９１０の前面領域は、周囲よ
りも肉薄の凹部９１４となっており、遊技機の生産過程において、凹部９１４を目印に検
査シートＣＳがケース蓋９１０の前面に貼り付けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００４－２０９２３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ところで、上述した従来の基板ケースにおいては、例えば手作業により、ケース蓋９１
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０の凹部９１４をインデックスとして検査シートＣＳが位置合わせされ貼り付けられるた
め、作業上のミス（誤差）により、検査シートＣＳの貼り付け位置がズレる場合がある。
かかる場合には、図１の拡大した円内に示すように、検査シートＣＳの一端部がケース蓋
９１０の凹部９１４の段差に被り、その端部を起点に検査シートＣＳが剥がれる可能性が
あった。
【０００９】
　本発明は、こうした従来の問題に鑑みてなされたものであり、制御回路基板を収容しシ
ートを前面に貼付する遊技機用基板ケースであって、当該シートを容易にかつ確実に貼り
付けできるようにし、または剥がれ等の不具合が発生し難い等の遊技機用基板ケースを提
供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、遊技機に設けられ、所要の電
子部品を装備した制御回路基板を相対向する透明なケース蓋とケース基体との間に介在さ
せて収容し、シートを前記ケース蓋の前面に貼付する遊技機用基板ケースであって、前記
ケース蓋の前面において少なくとも前記シートの貼付が予定される貼付領域を平坦に形成
し、前記ケース蓋の裏面において前記シートを貼付する際の位置合わせのための目印とし
て、前記貼付領域に対向する領域の少なくとも一部の厚さ方向の形状を当該領域の周囲領
域の厚さ方向の形状と異ならせてなるインデックスを形成することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　上述したように本発明の遊技機用基板ケースによれば、シートが貼付されるケース蓋の
前面の少なくとも貼付領域を平坦に形成するため、シートの確実な貼り付けを可能とし、
剥がれ等の不具合を抑制することができる。その一方で、透明なケース蓋の裏面において
シートを貼付する際の位置合わせのための目印として、貼付領域に対向する領域の少なく
とも一部の厚さ方向の形状を当該領域の周囲領域の厚さ方向の形状と異ならせてなるイン
デックスを形成した。したがって、透明なケース蓋を透過して目視される裏面側のインデ
ックスを目印として、ケース蓋の前面の貼付領域にシートを容易に貼り付けることができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】従来例による基板ケースの不正開放防止手段の構造を表した縦断面図である。
【図２】本発明の一実施形態によるスロットマシンの外観を表す正面図である。
【図３】本発明の一実施形態によるスロットマシンの前扉を開放して筐体内の構造を表す
正面図である。
【図４】本発明の一実施形態によるメイン制御基板アッセンブリの外観を表す斜視図であ
る。
【図５】本発明の一実施形態によるメイン制御基板アッセンブリの構成を表す分解斜視図
である。
【図６】本発明の一実施形態による基板ケースを背後から見た分解斜視図である。
【図７】検査シートを基板ケースに貼り付ける際にその位置合わせの目印となるインデッ
クスの実施例を複数示すケース蓋の部分断面図である。
【図８】本発明の一実施形態による不正開放防止手段に用いる接続部材の外観斜視図であ
る。
【図９】本発明の一実施形態による不正開放防止手段の接続部材保持部を拡大して表す正
面図である。
【図１０】本発明の一実施形態による不正開放防止手段の接続部材保持部の縦断面図であ
る。
【図１１】本発明の一実施形態による不正開放防止手段の接続部材保持部の横断面図であ
る。
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【図１２】本発明の一実施形態による不正離脱防止手段に用いる接続部材の外観斜視図で
ある。
【図１３】本発明の一実施形態による不正開放防止手段の縦断面図である。
【図１４】本発明の一実施形態による不正離脱防止手段の横断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の好適な実施形態を図面に基づいて説明する。まず、本発明の基板ケース
を備える遊技機としてスロットマシンを例にその概略構成を説明する。ここで、図２はス
ロットマシンの外観を表す正面図、図３はスロットマシンの前扉を開放してその内部の構
造を表した図である。
【００１４】
　始めに、図２を参照してスロットマシンＳＭの外観構造を説明する。スロットマシンＳ
Ｍは、いわゆるフロントパネルを形成する前扉ＦＤが略矩形状の箱体である筐体（ＭＢ）
に対し開閉可能に取り付けられている。前扉ＦＤは、視覚効果を高めてデザインされた上
部パネル部ＵＰと下部パネル部ＬＰとに概ね区分けされるが、これらは硬質プラスチック
により一体的に形成されている。また、前扉ＦＤの下部には、メダルを貯留するための受
皿部が形成された受皿ユニットＴＵが設けられている。
【００１５】
　上部パネル部ＵＰの周縁部分には、高輝度の発光ダイオードを内蔵する上部ランプＵＬ
及びサイドランプＳＬが配置されている。また、スピーカを内蔵し遊技に係る効果音を発
生させる演出用放音部ＳＡＬ、ＳＡＲが上部パネル部ＵＰの左右にそれぞれ配置されてい
る。また、演出用放音部ＳＡＬ、ＳＡＲの間には、遊技の演出に係る映像を主に表示する
演出表示装置としての液晶表示ユニットＦＰＤが配置されている。
【００１６】
　更に上部パネル部ＵＰには平板状のパネル面を有するパネルユニットＰＵが取り付けら
れ、その中央に略長方形の透明な表示窓ＦＷが形成されている。表示窓ＦＷを通して目視
されるリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれ円筒形状を有して独立して回転可能であり、
筐体ＭＢ内において軸方向に３個配列されている。遊技者は、各リールＲ１、Ｒ２、Ｒ３
の外周面に配置した複数種類の図柄のうち、縦３個、横３列の図柄を表示窓ＦＷを通して
目視することができる。
【００１７】
　上部パネル部ＵＰと下部パネル部ＬＰとの間には、遊技操作を行うためのスイッチ類が
配置された操作卓ＯＰＴが一体的に形成されている。操作卓ＯＰＴには、メダルを投入す
るための投入口を有するメダル投入部ＭＤと、ベットボタンＢＥＴと、スタートレバーＳ
ＴＬと、ストップボタンＳＴＢ１、ＳＴＢ２、ＳＴＢ３がそれぞれ配設されている。
【００１８】
　ベットボタンＢＥＴは、スロットマシンの１ゲームに賭けるメダルの枚数を提示するた
めのボタンスイッチである。スロットマシンＳＭは、何れかのベットボタンＢＥＴが押圧
操作されることにより当該ゲームにメダルが賭けられ、スタートレバーＳＴＬが傾倒操作
されるとリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３を一斉に回転させる。このときスロットマシンＳＭは、
入賞の抽選を内部的な処理で行う。そして、各ストップボタンＳＴＢ１、ＳＴＢ２、ＳＴ
Ｂ３が押圧操作されることで、対応するリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３をそれぞれ停止させる。
全てのリールが停止し、表示窓ＦＷに設定される有効ライン上に表示した図柄の組合せが
上述の内部抽選により当選した入賞に係る組合せと一致した場合、当該入賞が確定する。
【００１９】
　下部パネル部ＬＰには、スロットマシンＳＭのモデルタイプを遊技者へ認識させる等の
ため、登場キャラクターの絵などを表示する表示パネルＤＰが設けられている。下部パネ
ル部ＬＰの下側に配置される受皿ユニットＴＵには、入賞時等においてメダルを受皿部に
排出するメダル払出口ＭＥＸと、スピーカを内蔵し演出効果音を発生させる演出用放音部
ＳＡＢがそれぞれ配置されている。
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【００２０】
　次に、図３を参照してスロットマシンＳＭの内部構造を説明する。筐体ＭＢ内の背板上
部には、スロットマシンＳＭの全体動作を統括して制御するメイン制御基板ＭＣＢを基板
ケース１００に収容するメイン制御基板アッセンブリＭＣＡが取り付けられている。メイ
ン制御基板ＭＣＢは、ＭＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を含むマイコンをベースに形成された制
御回路基板であり、透明なプラスチックケースである本発明に関わる基板ケース１００に
収容されている。
【００２１】
　筐体ＭＢ内の中央には、リールＲ１、Ｒ２、Ｒ３を備えるリールユニットＲＵが設けら
れている。リールユニットＲＵは、前扉ＦＤが筐体ＭＢ側に閉じられるとパネルユニット
ＰＵに形成された表示窓ＦＷにリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３が対向するように、筐体ＭＢ内の
所定の高さに固定されたフレームに位置決めされて取り付けられている。なお、各リール
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３は、それぞれの中心軸に連結するステッピングモータによって回転駆動
される。リールユニットＲＵの上部には、各ステッピングモータへ４相の駆動パルス信号
を送出する図示しない回胴装置基板が取り付けられており、メイン制御基板ＭＣＢが回胴
装置基板に回胴駆動（励磁）パルスデータを送出することで、各リールの回転と制動及び
停止の制御を行っている。
【００２２】
　リールユニットＲＵの下方には、メダル投入部ＭＤから投入されたメダルを貯留し、入
賞の配当の際にメダル排出口ＭＥＸからメダルを排出するホッパ装置ＨＰＵと、ホッパ装
置ＨＰＵから溢れたメダルを収容するための補助貯留部ＭＳＴと、スロットマシンＳＭに
内蔵される各機器へ電力を配電する主電源装置ＰＷＵとが設けられている。
【００２３】
　前扉ＦＤの裏面上部には、上述の演出用放音部ＳＡＬ、ＳＡＲに対向してスピーカＳＰ
Ｌ、ＳＰＲが取り付けられている。また、図３には示していないが、スピーカＳＰＬ、Ｓ
ＰＲの間に、液晶表示ユニットＦＰＤが取り付けられ、液晶表示ユニットＦＰＤの裏面側
に当該液晶表示ユニットＦＰＤ等を制御駆動するサブ制御基板ＳＣＢが透明な基板ケース
に収容されて取り付けられている。サブ制御基板ＳＣＢは、液晶表示ユニットＦＰＤによ
る演出映像の表示制御、上部ランプＵＬ及びサイドランプＳＬ等を使った照明制御、更に
は演出用放音部ＳＡＬ、ＳＡＲ、ＳＡＢを使った演出効果音制御など、ゲームの演出に係
る制御を主に行う。
【００２４】
　サブ制御基板ＳＣＢの下方には、前面にリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３を目視させるための透
明な表示窓ＦＷを有するパネルユニットＰＵが取り付けられる。パネルユニットＰＵの裏
面側には、リールＲ１、Ｒ２、Ｒ３の外周面を照射して図柄を明るく表示させるための冷
陰極蛍光ランプＣＦＬと、スタートレバーＳＴＬ及びストップボタンＳＴＢ１、ＳＴＢ２
、ＳＴＢ３等の操作スイッチ類の出力信号をメイン制御基板ＭＣＢへ転送する中継基板と
して機能する中央表示基板ＣＤＢとを備え、これらがユニット化されて形成されている。
【００２５】
　パネルユニットＰＵの下方には、メダル選別装置ＭＳＵが取り付けられている。メダル
選別装置ＭＳＵは、メダル投入部ＭＤに投入されたメダルの適否を判別し振り分ける装置
である。また、メダル選別装置ＭＳＵに内蔵されるメダルセンサはメダル投入部ＭＤに投
入された正規のメダルを検出し、その検出信号をメイン制御基板ＭＣＢへ送出する。
【００２６】
　メダル選別装置ＭＳＵの下方には、これによって選別された正規のメダルをホッパ装置
ＨＰＵへ案内するガイド部材Ｇ１と、メダル選別装置ＭＳＵにより排除されたメダル（ま
たは異物）をメダル排出口ＭＥＸへ案内するガイド部材Ｇ２が設けられている。また、前
扉ＦＤの裏面下部には、ホッパ装置ＨＰＵの排出口から排出されたメダルをメダル排出口
ＭＥＸへ案内するガイド部材Ｇ３が設けられている。更に、メダル排出口ＭＥＸに隣接し
て、上述した演出用放音部ＳＡＢに対向するスピーカＳＰＢが取り付けられている。
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【００２７】
　かかる構成のスロットマシンＳＭは、先のゲームにおいて入賞しメダルの払い出しが完
了した時、又は先のゲームにおいてハズレが確定すると待機状態となる。この待機状態に
おいてベットボタンＢＥＴを押圧操作することで、内部に貯留したメダル（クレジット）
から当該ゲームにメダルが賭けられゲーム開始の状態となる。ゲーム開始の状態でスター
トレバーＳＴＬが傾倒操作されると、メイン制御基板ＭＣＢは、３個のリールＲ１、Ｒ２
、Ｒ３を一斉に回転させる。同時に入賞役を内部抽選し、その結果をフラグ（内部抽選フ
ラグ）に記憶する。
【００２８】
　次に、遊技者がストップボタンＳＴＢ１、ＳＴＢ２、ＳＴＢ３を任意の順番で押圧操作
すると、メイン制御基板ＭＣＢは、それに従い順次対応するリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３を停
止させる。そして、全てのリールＲ１、Ｒ２、Ｒ３が停止したことを検知すると、各リー
ルＲ１、Ｒ２、Ｒ３が表示する図柄と上述のフラグに対応する入賞役に係る図柄の組合せ
とが一致しているかどうか判定する。当選した入賞役に係る図柄が有効ラインに揃って表
示され入賞が確定すると、当該入賞役の種類に応じて予め決められた配当数のメダルをク
レジット数に加算し、またクレジットするメダルの枚数が上限値を超える場合には、ホッ
パ装置ＨＰＵを駆動して相当数のメダルを受皿ユニットＴＵの受皿部へ払い出すことで、
遊技者に入賞メダルを配当する。
【００２９】
　次に、かかるスロットマシンＳＭのメイン制御基板ＭＣＢを収容する基板ケース１００
、及びそれを用いたメイン制御基板アッセンブリＭＣＡについて説明する。ここで、図４
はメイン制御基板アッセンブリＭＣＡの外観を表す斜視図、図５はその構成を表した分解
斜視図、図６は基板ケース１００を背後から見た分解斜視図である。
【００３０】
　これらの図において、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡは、メイン制御基板ＭＣＢと
、互いに対向しメイン制御基板ＭＣＢを挟むようにして収容するケース基体２００及びケ
ース蓋３００とを備えている。なお、基板ケース１００は、ケース基体２００とケース蓋
３００とから構成され、またメイン制御基板アッセンブリＭＣＡは、左右一対のブラケッ
ト部材ＢＲａ、ＢＲｂを介し、ケース基体２００を背面側にケース蓋３００を正面側に配
置して筐体ＭＢの背板内側に取り付けられる。
【００３１】
　図５において左側に位置する第１のブラケット部材ＢＲａは、基板ケース１００の背面
に対向してこれを保持する平板部１０と、平板部１０の左縁に沿い前方へ立設する側壁部
１１と、平板部１０の下縁から前方へ立設する支持台部１２とを主に有して、これらが硬
質のプラスチックで一体的に形成されている。また、平板部１０には、スロットマシンＳ
Ｍの筐体ＭＢ（図３参照）の背板に取り付け固定するための取付ボルトを挿通させるボル
ト孔１０ａが所定の位置に適宜数形成されている。また、側壁部１１の内側には基板ケー
ス１００のケース蓋３００の側部に形成される嵌合突起３０６（図６参照）を嵌合させ基
板ケース１００を安定して保持するための嵌合凹部１１ａが上下２カ所に形成されている
。
【００３２】
　図５において右側に位置する第２のブラケット部材ＢＲｂは、第１のブラケット部材Ｂ
Ｒａと同様に硬質のプラスチックで一体的に形成されるもので、基板ケース１００の背面
に対向する平板部２０と、平板部２０の右縁に立設する側壁部２１と、側壁部２１の内方
に形成される段部２１ａと、段部２１ａに植設され前方に延びる円柱状の２本の支持柱部
２３と、平板部２０の下縁から前方へ立設する支持台部２２と、平板部２０の側壁部２１
に近接する位置に形成される複数（例えば４個）の円筒開口部２４と、平板部２０の上縁
から前方に延び先端に係止突起２５ａが形成された弾性変形可能な係止アーム２５とを主
に有している。
【００３３】
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　ブラケット部材ＢＲｂの円筒開口部２４は、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡを離脱
不能に装着する係合手段としての不正離脱防止手段の一方を構成するもので、後述する円
筒状の接続部材５００が挿入されその係合凸部（５０２、５０４）を係合させる係合凹部
（２４ａ）が円筒容器の内壁に形成されている。また、平板部２０には、第１のブラケッ
ト部材ＢＲａと同様の取り付け用のボルト孔２０ａが適宜の箇所に形成されている。
【００３４】
　なお、第１及び第２のブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂの平板部１０、２０を面一に連続
させて一体形成し、１つのブラケット部材によりメイン制御基板アッセンブリＭＣＡを取
り付ける構造であってもよい。
【００３５】
　次に、基板ケース１００の一方を構成するケース基体２００は、正面側が開放する略矩
形箱体の形状を有して透明なプラスチックにより一体形成したものである。そして、リブ
が形成された底板２０３に不図示のネジを介してメイン制御基板ＭＣＢを固定する（図５
参照）。
【００３６】
　ケース基体２００の下側壁２０４には、ケース蓋３００と揺動可能にヒンジ接続するた
めのヒンジ軸受２０１が所定間隔をおいて３箇所に形成されている（図５参照）。なお、
より詳細には、ケース基体２００の下側壁２０４は、底板２０３の下辺端よりも若干内方
にずれて形成され、下側に開放する弧状のヒンジ軸受２０１が底板２０３の下辺端よりも
上方へ奥まった位置にそれぞれ形成されている。
【００３７】
　また、ケース基体２００の上側壁両端には、先端に係止孔２０２ａを有し上下に弾性変
形可能な係止アーム２０２が形成されている。
【００３８】
　更に、ケース基体２００の上側壁には、ケース蓋３００を離脱不能に係合させるための
角形の接続部材４００を保持する２箇所の接続部材保持部２１０（不正開放防止手段）と
、円筒状の接続部材５００が挿入されてケース蓋３００を係合させる有底円筒容器状の円
筒開口部２４０と、予備の接続部材５００を格納しておくための円筒容器開口部２５０と
がそれぞれ形成されている。なお、ケース基体２００とケース蓋３００とは、主として角
形の接続部材４００を介して離脱不能に係合されるが、円筒開口部２４０に円筒状の接続
部材５００を挿入しても補助的にケース部材同士を係合することができるようになってい
る。
【００３９】
　基板ケース１００の他方を構成するケース蓋３００は、背面側が開放する略矩形箱体の
形状を有し、透明なプラスチックにより一体形成したものである。ケース蓋３００の下側
部分は、外壁３０２と内壁３０７とによる二重壁の構造となっており、内壁３０７の端辺
にはケース基体２００のヒンジ軸受２０１と位置整合してヒンジ軸３０１が複数形成され
ている（図６参照）。基板ケース１００を組み立てる際には、ケース基体２００のヒンジ
軸受２０１にケース蓋３００のヒンジ軸３０１を所定範囲内の角度で嵌め込むことで、ケ
ース蓋３００とケース基体２００とが開閉揺動自在に接続される。
【００４０】
　ケース蓋３００の上側壁両端には係止突起３０３がそれぞれ形成されている。ケース蓋
３００をケース基体２００側に揺動して閉じ、ケース基体２００の係止アーム２０２を弾
性変形させてその係止孔２０２ａを係止突起３０３に係止させることにより、ケース部材
同士の閉塞状態が保持されるようになっている。
【００４１】
　また、ケース蓋３００の上側壁には、接続部材４００の角筒部４１０を挿入可能として
四角形に開口する、有底の角筒開口部３１０が２箇所にそれぞれ連結部３１２を介して形
成されている（不正開放防止手段）。なお、詳細は後述するが、角筒開口部３１０の内壁
には、挿入された接続部材４００の角筒部４１０の係合凸部４１２と係合し得る係合凹部
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３１１（図１３参照）が形成されている。
【００４２】
　更に、ケース蓋３００の上側壁には、ケース基体２００側の円筒開口部２４０と対向し
接続部材５００を介して補助的に係合するための円筒開口部３４０と、同じくケース基体
２００側の円筒容器開口部２５０に対向して予備の接続部材５００を格納するための円筒
容器開口部３５０とがそれぞれ連結部３４２、３５２を介して形成されている。
【００４３】
　そして、ケース蓋３００がケース基体２００に閉じた際、接続部材保持部２１０と角筒
開口部３１０とを共に含めて囲繞する囲枠部３１９と、円筒開口部２４０、３４０を囲繞
する囲枠部３４９と、円筒容器開口部２５０、３５０を囲繞する囲枠部３５９とが、それ
ぞれケース蓋３００の上側壁に形成されている。
【００４４】
　すなわち、囲枠部３１９は、角筒開口部３１０の外縁に倣い所定の間隙をおいて角筒開
口部３１０を囲む外郭枠としてケース蓋３００に形成されるもので、接続部材保持部２１
０に対向する側が開口となっており、ケース蓋３００がケース基体２００に閉じた際には
、接続部材保持部２１０がこの開口を通して角筒開口部３１０と係合し、これにより角筒
開口部３１０と接続部材保持部２１０とを含む不正開放防止手段（係合手段）を囲繞する
形態を有することとなる。囲枠部３１９により、不正開放防止手段に対する外部からの不
正なアクセスを防御し、例えばカッター等を用いて係合状態を破壊する等の不正行為を困
難にする。
【００４５】
　同様に、円筒開口部２４０、３４０を囲繞する囲枠部３４９、及び円筒容器開口部２５
０、３５０を囲繞する囲枠部３５９も、これら開口部に対する外部からの不正なアクセス
を防御するために形成されている。
【００４６】
　また、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡがブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂに取り付け
られる際、ブラケット部材ＢＲｂの円筒開口部２４と対向して開口する円筒開口部３３０
がケース蓋３００の側壁に連結部３３３を介してそれぞれ形成されている（不正離脱防止
手段）。
【００４７】
　ケース蓋３００の上記の円筒開口部３３０が形成される側には、これら円筒開口部３３
０を囲む矩形枠部３０４が形成されている。また、矩形枠部３０４の上側端に、ブラケッ
ト部材ＢＲｂの係止アーム２５を係止させる係止突起３０８が形成されている。また、円
筒開口部３３０が形成される反対側のケース蓋３００側壁には、嵌合突起３０６が上下２
箇所に形成されている。
【００４８】
　なお、メイン制御基板ＭＣＢの電子回路を形成する信号、電源及びグランド等の導電パ
ターンがプリントされた配線パターン領域には、スロットマシンＳＭに内蔵するサブ制御
基板ＳＣＢ等の他の制御回路基板、またはホッパ装置ＨＰＵ等の内蔵機器等と電気的に接
続するための複数の端子を有するコネクタＣ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４が実装されている。図
５から明らかなように、メイン制御基板ＭＣＢがケース基体２００に装着された状態では
、不正開放防止手段を構成する接続部材保持部２１０と、円筒開口部２４０等が設けられ
ているケース基体２００の上側壁とは対辺をなす下側壁２０４に近接してコネクタＣ３、
Ｃ４を配置し、また不正離脱防止手段を構成する円筒開口部３３０が配置される側とは対
辺をなす側壁に近接してコネクタＣ１、Ｃ２を配置している。
【００４９】
　そして、ケース蓋３００には、メイン制御基板ＭＣＢに実装されたそれぞれのコネクタ
を挿通させ、またはハーネス側コネクタを挿通させて、上述の外部機器等と電気的な接続
を可能とするためのコネクタ挿通孔３６１、３６２、３６３、３６４が対応する位置にそ
れぞれ形成されている。すなわち、コネクタＣ３、Ｃ４を外部接続させるコネクタ挿通孔
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３６３、３６４が、不正開放防止手段を構成する角筒開口部３１０、円筒開口部３４０と
対辺をなす側に形成され、コネクタＣ１、Ｃ２を外部接続させるコネクタ挿通孔３６１、
３６２が、不正離脱防止手段を構成する円筒開口部３３０と対辺をなす側に形成されてい
る。
【００５０】
　また、図４及び図５に示されるように、ケース蓋３００の前面所定位置には、検査シー
トＣＳが貼り付けられている。なお、検査シートＣＳの貼付が予定されたケース蓋３００
の前面の所定領域を、ここでは「貼付領域」と呼んでいる。また、検査シートＣＳは、メ
イン制御基板ＭＣＢを基板ケース１００から取り外して動作チェックをする度に、検査担
当者がその検査を実施した日付、検査担当者名、基板ケース１００を再封止する際に使用
した角筒開口部３１０及び円筒開口部３３０の識別符号などの検査履歴を記入するための
ものである。
【００５１】
　図７に例示するように、検査シートＣＳが貼付されるケース蓋３００の前面側の貼付領
域を平坦に形成し、その一方で当該貼付領域に対向するケース蓋３００の裏面に、検査シ
ートＣＳの貼付位置を示すためのインデックスが形成されている。インデックスは、透明
なケース蓋３００を透して正面側から目視可能である。すなわち、検査シートＣＳの貼り
付けを予定する貼付領域に対向する裏面において、その領域を周囲とは異なる特定の形状
で形成することにより、検査シートＣＳの貼付領域を正面側から例えばケース蓋３００を
透過する光の吸収（または減衰）量の違いによって周囲と識別させる機能を持たせる。こ
れにより、スロットマシンＳＭの生産過程において、ケース蓋３００裏面における当該特
異形状の領域を検査シートＣＳの貼付領域のインデックス、すなわち位置合わせのための
目印として使用し、ケース蓋３００に検査シートＣＳを容易に貼り付けることが可能とな
る。
【００５２】
　ここで、図７に検査シートＣＳの貼付位置を示すインデックスの具体的な実施例を示し
これらを説明する。
【００５３】
　図７（ａ）に示される実施例では、ケース蓋３００の前面の貼付領域に対向して周囲よ
りも肉薄の凹部３７０を形成することで、検査シートＣＳの表面の貼付位置を示すインデ
ックスとして使用する。
【００５４】
　図７（ｂ）に示される実施例では、ケース蓋３００の前面の貼付領域の輪郭の全周に対
向してリブ３７１を形成することで、検査シートＣＳの表面の貼付位置を示すインデック
スとして使用する。なお、貼り付け作業者（または貼付作業機械）が認識するリブ３７１
の形態により、貼付領域の仮想の輪郭を判別または想起し得る程度であれば、リブ３７１
は必ずしも当該貼付領域の輪郭の全周に倣って表示しなくてもよく、輪郭の一部のみを表
示するものであってもよい。
【００５５】
　図７（ｃ）に示される実施例では、ケース蓋３００の前面の貼付領域に対向して周囲よ
りも肉厚の凸部３７２を形成することで、検査シートＣＳの表面の貼付位置を示すインデ
ックスとして使用する。
【００５６】
　上述の何れの実施例によっても、検査シートＣＳの貼付領域としてケース蓋３００の正
面から識別されて、これを目印に容易にかつ確実に検査シートＣＳを貼り付けることがで
きるようになる。
【００５７】
　メイン制御基板アッセンブリＭＣＡの組み立ては、メイン制御基板ＭＣＢをケース基体
２００にビスにより装着し、またケース基体２００のヒンジ軸受２０１にケース蓋３００
のヒンジ軸３０１を所定範囲の角度で嵌め込むことでケース蓋３００とケース基体２００
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とが開閉揺動自在に接続される。そして、ケース蓋３００を閉じると、図４に示されるよ
うに、ケース基体２００側の係止アーム２０２の係止孔２０２ａとケース蓋３００側の係
止突起３０３とが係合する。このとき、ケース基体２００とケース蓋３００とは、それぞ
れの周壁の端部同士が密着して嵌合するため、メイン制御基板ＭＣＢを基板ケース１００
外部から針金などを使って不正にアクセスすることができなくなる。
【００５８】
　更に、ケース基体２００にケース蓋３００を閉じただけでは係止アーム２０２がその弾
性変形力により係止突起３０３と係止しているだけであり、これら係止状態を解除すれば
容易に開放できる状態にある。そこで、ケース基体２００の一方、または両方の接続部材
保持部２１０に接続部材４００を挿着し、これを介してケース蓋３００の角筒開口部３１
０と係合接続することにより、ケース基体２００とケース蓋３００とを離脱不能に接続し
て、容易には開放できない状態でメイン制御基板ＭＣＢを収容している。
【００５９】
　かかる基板ケース部材同士を離脱不能に係合する係合手段としての不正開放防止手段に
ついて以下詳細に説明する。ここで、図８は上述の接続部材４００の外観斜視図、図９は
ケース基体２００の接続部材保持部２１０を拡大して表す正面図、図１０は図９における
接続部材保持部２１０の縦断面図、図１１は図９における接続部材保持部２１０の横断面
図である。
【００６０】
　まず、図８において、接続部材４００は、四角筒状の角筒部４１０と、角筒部４１０の
底部に連接し当該角筒部４１０の軸線とは直交する一の方向（図面では上下方向）を長手
方向とする略直方体形状の拡幅部４２０とを有して、これらが硬質のプラスチックで一体
的に形成されている。角筒部４１０は、中空で四角形の筒体４１１からなり、筒体４１１
の上下の面には、一辺を残すコの字状の溝４１３によって画成され、夫々上下に突出する
係合凸部４１２が形成されている。係合凸部４１２は、角筒部４１０の被挿入側にテーパ
（端から拡幅部４２０方向に次第に外方へ突出する斜面）を有し、またコの字状の溝４１
３により筒体４１１の内部に向けて弾性変形可能となっている。
【００６１】
　拡幅部４２０は、角筒部４１０の左右方向の幅に比して拡幅された寸法を有し、更にそ
の長手方向は角筒部４１０の一辺よりも長く形成されている。なお図８に示されるように
、拡幅部４２０の前面であって、角筒部４１０を挟む左右の拡幅された領域面を、ここで
は「拡幅面」４２１と呼んでいる。
【００６２】
　図９（ａ）は接続部材４００を挿着する前の接続部材保持部２１０を拡大して示し、ま
た図１０（ａ）は、図９（ａ）に示すＡｖ－Ａｖ線に沿う縦断面を示し、図１１（ａ）は
、図９（ａ）に示す接続部材保持部２１０のＡｈ－Ａｈ線に沿う横断面を示している。こ
れらの図面を参照し、接続部材保持部２１０は、基板ケース１００の上側壁から内部へか
けて（図９及び図１０においては上下方向に沿って）互いに対向する一対の案内壁部２１
２と、案内壁部２１２の前方端、すなわち図示しないケース蓋（３００）を臨む側の各案
内壁部２１２の端から互いに対向するようにほぼ直角に折れ、それぞれ内方へ突出する係
止凸部２１１とを有して形成されている。
【００６３】
　接続部材保持部２１０は、上述の接続部材４００を所定の位置及び姿勢で保持できるよ
う、接続部材４００との相互の関係において各部の寸法形状が定められている。すなわち
、上述の一対の案内壁部２１２は、接続部材４００の拡幅部４２０の幅に相当する間隔で
平行し、また係止凸部２１１は、ケース基体２００の内方において開放するとともに、各
係止凸部２１１の突出する長さが接続部材４００の拡幅面４２１の幅に相当している。な
お、接続部材保持部２１０へ接続部材４００を挿入するための挿入口２１３が、ケース基
体２００の内部において、案内壁部２１２の端部に形成されている。
【００６４】
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　ケース蓋３００を離脱不能に係合する際には、まず接続部材４００が接続部材保持部２
１０に挿着される。ここで、図９（ｂ）は接続部材４００がケース蓋の角筒開口部（３１
０）と係合可能な所定位置に挿着された状態の、接続部材保持部２１０の正面外観を示し
、また図１０（ｂ）は、図９（ｂ）に示すＢｖ－Ｂｖ線に沿う縦断面、図１１（ｂ）は、
図９（ｂ）に示す接続部材保持部２１０のＢｈ－Ｂｈ線に沿う横断面を示している。これ
らの図に示されるように、接続部材４００を接続部材保持部２１０へ挿着するには、接続
部材４００の拡幅部４２０をその長手方向に沿ってケース基体２００の内方から各案内壁
部２１２の間（挿入口２１３）に挿入し、係合部４１０を各係止凸部２１１の隙間から突
出させた状態でケース基体２００の上側壁へとスライド移動させる。このとき、拡幅部４
２０の両側面が各案内壁部２１２に挟持され摺接案内されることで、接続部材４００はそ
の姿勢（向き）を維持しながら上方の所定の位置までスライドされる。
【００６５】
　接続部材保持部２１０において接続部材４００が所定位置に挿着された状態では、案内
壁部２１２の内方へせり出した係止凸部２１１に接続部材４００の拡幅面４２１が当接す
るため、接続部材４００は、ケース蓋３００が離脱する方向への移動が規制されて抜け止
めされた状態にある。
【００６６】
　次に、上述の不正開放防止手段のもう一方の構成要素である、ケース蓋３００側の角筒
開口部３１０の詳細を説明する。ここで、図１３（ａ）はケース基体２００の接続部材保
持部２１０とこれに対向する角筒開口部３１０の縦断面図、図１３（ｂ）は接続部材４０
０を介して係合接続された状態を表す、接続部材保持部２１０と角筒開口部３１０の縦断
面図である。
【００６７】
　角筒開口部３１０は、上述したように接続部材４００の角筒部４１０を挿入及び嵌合可
能とすべく、角筒部４１０の寸法形状に整合して四角形の開口を有する容器状に形成され
、ニッパー等の工具を用いて切断され得る連結部３１２を介してケース蓋３００の本体に
接続している。また、角筒開口部３１０の内壁には、角筒部４１０の係合凸部４１２と係
合し得る拡径した段部である係合凹部３１１が上下２箇所に形成されている。また、角筒
開口部３１０の外縁を囲むように、ケース蓋３００の上側壁に囲枠部３１９が延設されて
いる。
【００６８】
　図１３（ｂ）に示されるように、ケース蓋３００がケース基体２００に閉じると、接続
部材４００の角筒部４１０がケース蓋３００の角筒開口部３１０に挿入する。接続部材４
００の係合凸部４１２は、一旦、角筒部４１０の側面に倣うように内側に弾性変形し、係
合凹部３１１に到達したとき元の突出状態に戻って当該係合凹部３１１に係合する。一方
、ケース基体２００側において接続部材４００は、その拡幅部４２０が接続部材保持部２
１０の係止凸部２１１に当接して抜け止めされている。このように、不正開放防止手段は
、接続部材４００を介してケース基体２００及びケース蓋３００の内部で係合し接続する
ので、一度この係合状態になるとこれら基板ケース部材同士を離脱することができなくな
る。
【００６９】
　かかる基板ケース部材同士を接続する不正開放防止手段によれば、連結部３１２を切断
して角筒開口部３１０をケース蓋３００本体から切り離さない限り、ケース蓋３００とケ
ース基体２００とを開放することができないようになっている。逆に言えば、メイン制御
基板ＭＣＢの動作チェック等のために基板ケース１００を開放する場合には、連結部３１
２を切断して角筒開口部３１０をケース本体から切り離すことが意図されている。すなわ
ち連結部３１２の状態を見れば、基板ケース１００が開放されたか否かを容易に確認する
ことができるようになっている。
【００７０】
　また、本実施形態の不正開放防止手段においては、四角筒状の角筒部４１０と、角筒部
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４１０よりも拡幅する略直方体の拡幅部４２０とを有して接続部材４００を形成し、ケー
ス基体２００側において、拡幅部４２０の長手方向をケース基体２００の上側壁に対して
直交する姿勢で拡幅部４２０の両端を係止することにより、接続部材４００を抜け止めて
保持している。すなわち、接続部材保持部２１０は、ケース基体２００の上側壁からケー
ス内部方向にかけ比較的長い係止領域を設けて接続部材４００の拡幅部４２０を保持して
いるので、例えばドリルを用いて不正に係止状態を解除しようとしても、ケース基体２０
０の奥まで完全に破壊しなければ係止状態を解除することができない。
【００７１】
　また、角筒開口部３１０と接続部材保持部２１０とを囲繞する囲枠部３１９をケース蓋
３００に設けたことにより、不正開放防止手段に対する外部からの不正なアクセスを防御
し、カッターまたはドリル等を用いて係合状態を破壊する等の不正行為を更に困難にする
。
【００７２】
　更には、仮にこの係止状態が解除されるまで不正開放防止手段を破壊したとすれば、そ
の破壊痕跡も甚大となるので、かかる不正行為の事実を容易または迅速に発見でき、これ
による被害を最小限に抑えることができる。
【００７３】
　次に、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡをブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂを介して筐
体ＭＢ内に離脱不能に取り付ける不正離脱防止手段について説明する。ここで、図１２は
この不正離脱防止手段に用いる接続部材５００の外観斜視図、図１４はブラケット部材Ｂ
Ｒｂの円筒開口部２４と、これに対向するケース蓋３００側の円筒開口部３３０との構造
を主に表す横断面図である。
【００７４】
　図１２において、接続部材５００は中空で円筒状の筒体５０１を有し、筒体５０１の両
端には所定幅の切欠き溝である回転規制溝５０６、５０７が形成され、また筒体５０１の
それぞれの端近傍には、一辺を残すコの字状の溝５０３、５０５によって画成され径外方
向に突出する係合凸部５０２、５０４がそれぞれ一対ずつ形成されている。
【００７５】
　係合凸部５０２、５０４は、筒体５０１のそれぞれの端から中央に向かって次第に外方
へ突出する斜面を有し、またコの字状の溝５０３、５０５により筒体５０１の内側に向け
て弾性変形可能となっている。更に、係合凸部５０２、５０４は、それぞれの端側から見
て反時計回り方向の角部が斜めに切り欠かれたテーパ面５０２ａ、５０４ａを有している
。
【００７６】
　なお、接続部材５００の両端に形成されている各回転規制溝５０６、５０７、及び各係
合凸部５０２、５０４は、筒体５０１の円筒軸を中心に約９０度位相をずらした位置関係
にある。
【００７７】
　次に図１４において、ブラケット部材ＢＲｂの平板部２０に形成される円筒開口部２４
は、円筒の容器形状を有し、その内壁には、接続部材５００の一方の端部が挿入された際
その係合凸部５０４（または係合凸部５０２）を係合させる係合凹部２４ａが、対向する
２箇所に拡径した段部として形成されている。また、円筒開口部２４の底部内壁に突起部
２４ｂが２箇所形成されている。
【００７８】
　ケース蓋３００側の円筒開口部３３０は、ブラケット部材ＢＲｂに向けて開口する有底
の円筒容器状を有し、連結部３３３を介してケース蓋３００の本体と繋がっている。円筒
開口部３３０の内壁には対向する２箇所に係合凹部３３１が形成され、また円筒開口部３
３０の底部内壁には突起部３３２が２箇所に対向して形成されている。
【００７９】
　メイン制御基板ＭＣＢを収容して組み立てられたメイン制御基板アッセンブリＭＣＡを
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、ブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂを介して離脱不能に装着する手順は以下の通りである。
ここで、ブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂは、図示しない取付ボルトをボルト孔１０ａ、２
０ａに挿通しスロットマシンＳＭの筐体ＭＢの背板に締着することで、予め固定されてい
る。
【００８０】
　まず、ブラケット部材ＢＲｂに形成されている何れかの円筒開口部２４に接続部材５０
０の一方の端部を挿入する。このとき係合凸部５０４は、一旦、筒体の内側に弾性変形し
た後、元の突出状態に戻って係合凹部２４ａに係合し円筒開口部２４に嵌り込む。一方、
ケース蓋３００の側壁に形成された嵌合突起３０６（図６参照）をブラケット部材ＢＲａ
の嵌合凹部１１ａ（図５参照）に適度な角度で嵌合させながらメイン制御基板アッセンブ
リＭＣＡをブラケット部材ＢＲｂ側へ倒し、矩形枠部３０４の支持孔３０５に支持柱部２
３を挿通させる。このとき、ブラケット部材ＢＲｂの円筒開口部２４に挿入されている接
続部材５００の他方の端部が、対向するケース蓋３００の円筒開口部３３０に挿入され、
その係合凸部５０２が円筒開口部３３０の係合凹部３３１に係合して嵌り込む。これによ
り、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡは、ブラケット部材ＢＲｂに対し離脱不能に取り
付けられる。なお、接続部材５００をケース蓋３００の円筒開口部３３０に先に嵌合させ
てからメイン制御基板アッセンブリＭＣＡをブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂに装着しても
よい。
【００８１】
　メイン制御基板アッセンブリＭＣＡは、ブラケット部材ＢＲａの平板部１０、側壁部１
１、支持台部１２、及びブラケット部材ＢＲｂの平板部２０、段部２１ａに支持され、ま
たブラケット部材ＢＲｂの係止アーム２５の係止突起２５ａとケース蓋３００上端の係止
突起３０８とが係止することにより、ブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂに対し安定して装着
される（図４参照）。また、ブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂを筐体に固定するボルト孔１
０ａ、２０ａはケース基体２００の背面で塞がれるため、ケース基体２００を取り外さな
い限りブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂごとメイン制御基板アッセンブリＭＣＡがスロット
マシンＳＭの筐体ＭＢから奪取されることもない。
【００８２】
　なお、メイン制御基板ＭＣＢの検査等するためにメイン制御基板アッセンブリＭＣＡを
筐体ＭＢから取り外す場合には、接続部材５００が挿入された円筒開口部３３０の連結部
３３３を切断し当該円筒開口部３３０を切り離すことにより、基板ケース１００をブラケ
ット部材ＢＲｂから離脱することが可能となる。また、連結部３３３の切断状態を見れば
、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡが筐体ＭＢから取り外された経歴があるか否かを確
認することができる。
【００８３】
　例えば、スロットマシンＳＭを工場出荷するときには、複数の円筒開口部２４、３３０
のうち最も下に位置する円筒開口部２４、３３０に接続部材５００が挿入されてメイン制
御基板アッセンブリＭＣＡが係合接続されている。そして、パチンコホール等の遊技店に
スロットマシンＳＭを設置後メイン制御基板ＭＣＢを検査する際には、ニッパー等の工具
を用いて連結部３３３を切断し、当該円筒開口部３３０をブラケット部材ＢＲｂ側に残し
たままメイン制御基板アッセンブリＭＣＡを筐体ＭＢから取り外す。
【００８４】
　検査をした後、メイン制御基板アッセンブリＭＣＡをブラケット部材ＢＲａ、ＢＲｂに
再び戻して装着するには、未使用の円筒開口部２４、３３０に接続部材５００を挿入して
係合接続する。この際、円筒容器開口部２５０、３５０（図５参照）に格納しておいた予
備の接続部材５００を用いてもよいが、接続機能を失った使用済みの円筒開口部３３０か
ら接続部材５００を取り出して再使用してもよい。
【００８５】
　すなわち、ブラケット部材ＢＲｂ側に残された円筒開口部３３０を反時計回りに回転さ
せると、接続部材５００のテーパ面５０２ａ（または５０４ａ）が円筒開口部３３０（ま
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たは２４）の係合凹部３３１（または２４ａ）側段部に当接し弾性変形して半径中心方向
に引込むため、これらの係合状態が解除される。この状態では切り離された円筒開口部３
３０を円筒開口部２４から引き抜くことができ、内部の接続部材５００を取り出すことが
できるようになっている。
【００８６】
　なお、ケース蓋３００の各円筒開口部３３０には、下から例えばＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄと順に
アルファベット文字の識別符号が付与されており、その符号が各円筒開口部３３０に隣接
してケース蓋３００の前面に刻印されている。そして、上述したようにメイン制御基板ア
ッセンブリＭＣＡを取り外して検査をする際、再係合した円筒開口部３３０の識別符号と
、検査日、検査担当者名、検査結果等の検査履歴をケース蓋３００に貼り付けられた検査
シートＣＳに書き込んで管理している。
【００８７】
　上述したように、スロットマシンＳＭ等の遊技機に設けられる本実施形態の基板ケース
１００によれば、検査シートＣＳが貼付される透明なケース蓋３００の貼付領域に対向し
て、その裏面に検査シートＣＳの貼り付け位置を透視させて示す例えば凹部３７０である
インデックスを形成した。その一方で、検査シートＣＳが貼付されるケース蓋３００の前
面を平坦に形成するため、検査シートＣＳの確実な貼り付けを可能とし、剥がれ等の不具
合を抑制することができる。
【００８８】
　なお、本発明に関わる基板ケース１００は、スロットマシンのメイン制御基板の用途の
みならず、演出を主に司るサブ制御基板等の他の制御回路基板を収容するものであっても
よい。また、パチンコ機、じゃん球遊技機等のマイコンにより動作する他の遊技機に搭載
される制御回路基板にも適用が可能である。
【符号の説明】
【００８９】
ＳＭ…スロットマシン、
ＦＤ…前扉、　ＭＢ…筐体、
ＵＰ…上部パネル部、　ＬＰ…下部パネル部、
ＴＵ…受皿ユニット、　ＵＬ…上部ランプ、　ＳＬ…サイドランプ、
ＳＡＬ、ＳＡＲ、ＳＡＢ…演出用放音部、　ＦＰＤ…液晶表示ユニット、
ＰＵ…パネルユニット、　ＦＷ…表示窓、
ＲＵ…リールユニット、　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３…リール、
ＯＰＴ…操作卓、　ＳＴＬ…スタートレバー、
ＳＴＢ１、ＳＴＢ２、ＳＴＢ３…ストップボタン、　ＭＥＸ…メダル払出口、
ＭＣＢ…メイン制御基板、　ＭＣＡ…メイン制御基板アッセンブリ、
ＨＰＵ…ホッパ装置、　ＳＣＢ…サブ制御基板、
ＣＦＬ…冷陰極蛍光ランプ、　ＣＤＢ…中央表示基板、
ＭＳＵ…メダル選別装置、　Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３…ガイド部材、
ＳＰＲ、ＳＰＬ、ＳＰＢ…スピーカ、
ＢＲａ、ＢＲｂ…ブラケット部材、　Ｃ１～Ｃ４…コネクタ、　ＣＳ…検査シート、
１０…平板部、　１０ａ…ボルト孔、
１１…側壁部、　１１ａ…嵌合凹部、　１２…支持台部、
２０…平板部、　２０ａ…ボルト孔、　２１…側壁部、　２１ａ…段部、
２２…支持台部、　２３…支持柱部、
２４…円筒開口部、　２４ａ…係合凹部、　２４ｂ…突起部、
２５…係止アーム、　２５ａ…係止突起、
１００…基板ケース、
２００…ケース基体、
２０１…ヒンジ軸受、　２０２…係止アーム、　２０２ａ…係止孔、
２０３…底板、　２０４…下側壁、
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２１０…接続部材保持部、　２１１…係止凸部、　２１２…案内壁部、　２１３…挿入口
、
２４０…円筒開口部、　２５０…円筒容器開口部、
３００…ケース蓋、
３０１…ヒンジ軸、　３０２…外壁、　３０３…係止突起、　３０４…矩形枠部、
３０５…支持孔、　３０６…嵌合突起、　３０７…内壁、　３０８…係止突起、
３１０…角筒開口部、　３１１…係合凹部、　３１２…連結部、　３１９…囲枠部、
３３０…円筒開口部、
３３１…係合凹部、　３３２…突起部、　３３３…連結部、
３４０…円筒開口部、　３４２…連結部、　３４９…囲枠部、
３５０…円筒容器開口部、　３５２…連結部、　３５９…囲枠部、
３６１、３６２、３６３、３６４…コネクタ挿通孔、
３７０…凹部、　３７１…リブ、　３７２…凸部、
４００…接続部材、
４１０…角筒部、　４１１…筒体、　４１２…係合凸部、　４１３…溝、
４２０…拡幅部、　４２１…拡幅面、
５００…接続部材、
５０１…筒体、　５０２…係合凸部、　５０２ａ…テーパ面、　５０３…溝、
５０４…係合凸部、　５０４ａ…テーパ面、　５０５…溝、　５０６、５０７…回転規制
溝、
９００…ケース基体、　９０１…ヒンジ軸、　９０２…円筒開口部、
９０３…弾性係止アーム、　９０３ａ…係止孔、
９１０…ケース蓋、　９１１…ヒンジ軸受、　９１２…円筒開口部、
９１３…係止突起、　９１４…凹部、　９２０…接続部材
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